
資料２ 

調査報告書を踏まえた課題と対応の方向性の整理について 

 今年度、「子どもの生活に関する実態調査」を実施し、委託先である大阪府立大学において調査報告書
（資料１）が取りまとめられた。大阪府では、調査報告書を踏まえ、課題と対応の方向性について、下記 

 の１～５の分野で整理を行った。 

    

   １．家計・収入・就業に関すること 

   ２．食事に関すること     

   ３．子どもの教育環境に関すること 

   ４．子どものつながりに関すること  

   ５．親への相談支援に関すること 

  

 本資料における整理を踏まえ、今後、さらに平成29年度以降の取組みの検討をすすめる。 


